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　１.　目的・概要

　２.　「見える化」という表示方法について

　　ここでは（株）東芝のシステムを例にして、具体的にどのような「見える化」が可能かを紹介する。
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設備情報 「見える化」システムの表示例

① xEMSシステム構成例 従来の中央監視装置

③ 建物エネルギー使用量の見える化（BEMS） 
建物全体の用途別電力使用量（時単位）のグラフ化

④ エリア毎のエネルギー使用量一覧（BEMS） 
エリア毎の電力使用量や一人当たりの電力使用量の

② エネルギー使用量のリアルタイム表示（BEMS）現在の
電力使用量や太陽光発電量のリアルタイム表示例 

近年、地球温暖化の進行により、異常気象やゲリラ豪雨などの自然災害が頻発している。 

そのため、環境負荷低減や省エネルギーを目的とするZEB（ネットゼロ・エネルギー・ビル）化の 推

進機運が高まっており、その第一歩としての使用エネルギーの見える化を行う管理システム 「xEMS」

が普及している。電気・水道・ガス、温湿度、明るさ等を計測し機器等を制御する従来の 中央監視シ

ステムを発展させ、ユーザーへの省エネの喚起やデマンド制御する「我慢の省エネ」だけで はなく、

天気情報や人数情報より、太陽光・蓄電池などの最適運転制御や負荷抑制を行う、需要予測 型スマー

トエネルギー制御や、空調・照明などの最適制御を行い、快適性と省エネを両立した「スマート 

⑤照明環境の見える化（BEｚMS） ⑥空調環境の見える化（BEMS） 



　３.　「省エネ制御」の実施方法について

　　ここでは（株）東芝のシステムを例にして、具体的にどのような「省エネ制御」が可能かを紹介する。

　　

　４．問い合わせ先

　　　東芝インフラシステムズ株式会社　社会システム事業部　ファシリティソリューション営業部

　 ＴＥＬ：044-331-0724
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⑦ スマートエネルギー制御（BEMS） 
  電力需要逼迫時に時間帯別電力目標に対するデマンド制御を行うピークカットや、太陽光や蓄電池
などの送電制御を行うピークシフトによりエネルギーの最適需給制御を行う例 

⑧モデルベース空調最適制御（スマートBEMS） 
 空調設備全体を１つのシステムとしてエネルギーモデル化し、人数情報による負荷熱を予測しなが
らPMV値一定になるように空調の温度設定や熱源の送水温度を自動制御する例   

■快適性指数PMV（Predicted Mean Vote）の概念図 

⑨画像センサ応用空調・照明省エネ制御（スマートBEMS） 

空調制御の 照明制御の例 

・人が多いエリアは冷房強、少ないエリア ・不在エリアは消灯、歩行エリアは
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